
 

 

 

 

 

 

 

RP2060、RP4060 

アクティブ電圧レールプローブ 

基本操作マニュアル 
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テレダイン・レクロイの RP2060 および RP4060 パワーレールプローブは、デジタル・パワーマネージメント・コンポーネ

ント（PMIC、VMR、POL スイッチングレギュレータなど）のテストで低電圧 DC信号を捕捉するための特有な要件を満

たしています。レールプローブは、被試験デバイス（DUT）に負荷をかけることなく、低インピーダンス、低電圧の DCバ

ス信号を捕捉することができます。高感度（ゲイン）、低ノイズ、高オフセットを実現し、DC バス信号をオシロスコープ

の垂直中央に表示することができます。 

完全なマニュアルは、“RP2060、 RP4060電源レールプローブ ユーザーマニュアル”をご覧ください： 
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標準部品 

1. RPxx60 アクティブ電圧レールプローブ 

低負荷、±60 Vオフセットの本レールプローブには、2 GHz と 4 GHz帯域幅の２つのモデルがあります。数量 1 

2. SMA-MCX延長ケーブル 

0.9m のケーブルは、ソルダイン・リード/同軸ケーブルに取り付けるか、MCX PCB マウントコネクタに直接嵌合できま

す。数量 1 

3. MCX ソルダイン（SI）リード 

4 GHz定格、18 cm SI リード。数量 3 

4. MCX PCBマウント(レセプタクル) 

6mm×6mmのPCBマウントには、4GHz帯域の接続が可能なMCX延長ケーブルが装着可能です。TE Connectivity

製。数量 3 

5. U.FL 超小型同軸ケーブル 

3GHz定格の U.FL超小型同軸ケーブルは、U.FL PCBマウントと嵌合します。Lighthourse製。数量 3 

6. U.FL PCBマウント（レセプタクル） 

3mm×3mmの PCBマウントコネクタには、U.FL超小型同軸ケーブルを装着できます。ヒロセ電機製。数量 5 

7. MCX-SMAアダプタ 

DUTの SMAコネクタにプローブを取り付け可能。数量 1 

ソフト収納ケース（図示されていません） 

専用フォームインサート付き保護ケース。数量 1 

 



 

4 

アクセサリ 

追加/交換部品 

以下の追加リードはテレダイン・レクロイへオーダーすることができます。 

項目 パーツ番号 数量 

MCXソルダイン・リード RP4000-MCX-LEAD-SI 3 

 

ブラウザチップ・キット 

÷1 の高周波伝送線路用ブラウザチップで、÷10、÷20 減衰の高周波伝送線路用プローブとしても使用できるアダ

プタや抵抗が付属しています。 P/N RP4000-BROWSER. 

互換性 

以下のMAUI ファームウェアバージョンの動作しているテレダイン・レクロイ製オシロスコープでのみ使用可能です： 

• RP4060 － 10.1.x.x以上 

• RP2060 － 10.2.x.x.以上 

現在の対応機器一覧は、こちらをご覧ください： 

teledynelecroy.com/probes/active-voltage-rail-probe  

プローブの組み立てと接続 

1. SMA-MCX 延長ケーブルをプローブ筐体底面の SMA コネクタに取り付けます。 

2. プローブ筐体をオシロスコープの ProBusコネクタに押し込みます。適切に装着されればカチッと嵌合音がし

ます。 

3. 延長ケーブルに（必要に応じ）チップを取り付けます。 

4. プローブをオシロスコープに接続後、20分以上ウォームアップしてから測定してください。 

 

  



 

5 

チップを回路に接続する 

DC レールの AC変動を測定する場合、以下のいずれかの回路接続を行います。 

MCX直接接続 

1. MCX PCBマウントを基板にはんだ付け 

• 中央のピンを信号にはんだ付け 

• 4つの外部導体ピンのうち、1つ以上をグランドにはんだ付け 

注意：取り付け後、マウントに横方向や縦方向に過度な力がかからないようにしてください。 

2. 先端のMCXプラグを PCBレセプタクルに押し込んでMCX延長ケーブルを嵌合します。 

詳しい取扱説明書については、TE Connectivity, P/N 1061015-1を参照してください。 

 

U.FL直接接続 

1. U.FL PCBマウントを基板にはんだ付け（最高温度 350℃、5分）。 

2. U.FL 同軸ケーブルは、コネクタの位置を合わせ、ケーブルのプラグをレセプタクルに押し込んで PCB レセプ

タクルに嵌合します。適切に装着されればカチッと嵌合音がします。 

注意：嵌合軸に平行に 2N、垂直に 4N を超える荷重を加えないでください。ワイヤーを無理にねじったり、変

形させたりしないでください。 

詳しい取扱説明書については、ヒロセ電機、P/N U.FL-R-SMT-1を参照してください。Lighthorse, P/N CB1.32D-IPX-

MXMGT-4In-X1 もご参照ください。 
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ソルダイン接続 

1. SI リードの露出した約 3mmの内部導体を DCレールにはんだ付け 

2. 露出した約 0.5mmの外部導体を、できるだけ短いリードでグランドにはんだ付け 

メモ：SI リードは複数回の再はんだ付けが可能です。取扱方法は、ユーザーマニュアルをご覧ください。 

 

ブラウザ接続 

注意：ハンドヘルドで使用する場合の最大安全入力電圧は 60Vdc（グランドを基準）です。IEC/EN 61010-

031:2015. ブラウザチップ使用時の帯域は 500MHzに制限されます。 

1. レールプローブからMCX延長ケーブルを取り外す 

2. ブラウザケーブルをプローブ筐体の SMAコネクタに装着 

3. ブラウザ先端をテストポイントに置き、寄生容量を最小にするため、本体を回路に対してできるだけ垂直に保

つ 

4. ブラウザのグランドピンを近くのグランドに接触させる。ヒンジ付きグランドピンは、基板グランドの位置にあ

わせてブラウザの先端から離したり、近づけたり距離を調節できます。 

 

ブラウザチップを伝送路プローブとして使用する方法については、ユーザーマニュアルを参照してください。 
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オシロスコープからの操作 
プローブをオシロスコープの入力コネクタに取り付けると、機器はプローブを認識して以下の動作を行います： 

• 入力端子（カップリング）を DC50Ωに設定 

• プローブ減衰比を 1.2xに設定 

減衰比とカップリングは自動選択され変更できません。 

プローブの属性は、プローブが検出されたときに Probeダイアログに表示されます。 

垂直軸スケール(V/div) 

オシロスコープは自動的に公称 1.2xの減衰を考慮し、減衰比を反映するように垂直スケール（ゲイン）を調整します。

その他に調整する必要ありません。 

オフセット 

プローブのオフセットは、フロントパネルの Vertical OFFSET ノブで操作します。適用されたオフセット量は、入力チャン

ネルのディスクリプタボックス（画面左下のトレース情報ボックス）に表示されます。 

メモ：テレダイン・レクロイ製オシロスコープでは、表示される入力オフセットは、印加電圧をゼロにするために必要な

オフセット量です（例えば、1V の DC レールをグリッド上に垂直にセンタリングするためには、-1V のオフセットが必要

です）。 

帯域幅 

帯域幅は、プローブまたはチップの定格のうち低い方に制限されます。Cn ダイアログのBandwidthコントロールを使

用して、帯域幅をプローブまたはチップの定格以下に制限できます。 

Auto Zero 

20 分間のウォームアップ後や、周囲温度の大きな変化にプローブがさらされた場合、DC オフセット・ドリフトが発生す

ることがあります。RPxx60ダイアログを開き、Auto Zeroをタッチして DCオフセット・ドリフトを除去します。 

RP4060プローブダイアログ  



 

8 

規格準拠 

最新の認証については、納品時に製品に付属する EC適合宣言文書を参照してください。 

RPxx60プローブは、以下の規格に適合しています： 

IEC/EN 61010-031:2015+A1:2018 計測、制御、実験室使用電子機器への安全要件 － パート 031：電子計測およ

び試験の為のハンドヘルド・プローブ・アッセンブリの安全要件 

IEC/EN 61326-1:2020 電子計測、制御、実験室使用機器への EMC要件  

IEC/EN 61326-2-1:2021 - EMC非保護アプリケーション用の高感度テストおよび測定機器に関する特別要件 

RPxx60プローブは、廃棄電子機器に対する欧州連合要件指令 2012/19/EU(WEEE)に適合しています。.お

客様の テ レ ダ イ ン ・ レ ク ロ イ 製 品の適切 な処分 と リ サ イ ク ル の 詳 細につ き ま し て は 

teledynelecroy.com/recycle をご参照ください。 

特に定めがない限り、すべての材料およびプロセスは、RoHS 指令 2011/65/EU に完全に準拠しており、同指令のさ

らなる修正または変更を含みます。 

保証 

保証については、当社ウェブサイトをご覧ください： 

https://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp 

工場校正 

推奨工場校正周期は 1年です。テレダイン・レクロイのサービスサンタ―へご連絡ください。 

連絡先 

Teledyne LeCroyのテクニカル・サポートセンター 

電話： 042‐402‐9400 

Fax： 042‐402‐9586 

Web： http://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp 

Email： lecroy.contact.japan@teledyne.com 

環境仕様 

温度、動作時 0℃～50℃ 

温度、非動作時 -40℃～70℃ 

相対湿度 5%～80% RH（結露無き事）30℃まで 
50℃、45% RHまで直線的に減少 

高度（動作時） 最大3,000m 

高度（非動作時） 10,000 m 

汚染度 2、屋内使用のみ 

IEC/EN 61010-31:2015によると、これは通常、乾燥状態で、非導電性の汚染のみが
発生する動作環境であるとされています。 

一時的な結露による導電性は想定されなければなりません。 

  

https://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp
http://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp
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クリーニング 

水または 75％イソプロピルアルコール溶液で湿らせた柔らかい布を使用して、プローブの外側のみをきれいにしてく

ださい。強い化学薬品や研磨剤を使用しないでください。電圧測定を行う前に、プローブと付属品を完全に乾かして

ください。 

注意：プローブのケースは防水ではありません。いかなる場合でも、プローブを水没させたり水分を浸透させ

たりしないでください。 

高インピーダンスソースへの接続 

周波数特性プロットは、0Ω負荷の場合のプローブ性能を表しています。ソースインピーダンスがゼロでない場合の

周波数特性の低下については、ユーザーマニュアルをご参照ください。 

電気的仕様 

保証特性 

帯域幅 

(MCXケーブルおよび PCBマウント) 

RP4060：4 GHz 

RP2060：2 GHz 

減衰比精度 1% （50Ω終端時） 

オフセット精度 ±0.1% ±3mV 

公称特性 

オフセットレンジ ±60 V 

減衰比 1.2x 

ＤＣ入力インピーダンス 50 kΩ 

入力ダイナミックレンジ ±800 mV（シングルエンド） 

非破壊最大入力電圧 100 V (DC + peak AC) 

Max.非破壊最大 AC電圧 使用するオシロスコープの 50Ωカップリングにおける最大入力電圧値

により制限される 

最大安全入力電圧（グランド基準） 60 Vdc IEC/EN 61010-031:2015によるハンドヘルド時 

出力終端 オシロスコープ入力にて 50Ω 

代表特性 

帯域幅* 

MCX ソルダイン・リード 

U.FL同軸ケーブルおよび PCBマウント 

ブラウザチップ 

 

4 GHz 

3 GHz 

500MHz 

立ち上がり時間 (10-90%) RP4060：110 ps 

RP2060：220 ps 

* 帯域幅は、プローブとチップ定格のうち低い方の値です。プローブの部品とアース・グランドの間に適切な離間を

保ってください。  
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入力インピーダンス (RP2060, RP4060) 

 

周波数応答 
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安全および最良事例 

安全記号 

これらの記号は、プローブまたはドキュメントに表示されています。 

 

 

機器の破損の注意、または人身傷害に対する警告。怪我または損傷を防ぐために、製品マニュアルに

記載される付属情報を参照してください。条件が完全に理解され、満たされるまでは続行しないでくだ

さい。 

 

 

ESD 注意 静電気対策が講じられていない場合、機器を損傷する可能性のある静電気放電（ESD）の

リスクがあります。 

 

一般的注意事項 

本プローブを組み込んだシステムの全体的な安全性は、システム所有者の責任となります。 

指定されたとおりに使用してください。このプローブは互換性のあるテレダイン・レクロイの機器とのみ組み合わせて

使用されるように設計されています。指定外の方法で接続された機器および/またはプローブの使用はプローブの保

護機能が働かない可能性があります。 

このプローブに互換性のあるアクサせりのみ使用してください。用途に応じた定格の付属品のみを使用してください。

プローブに同梱されているアクセサリ以外を使用すると、電気的な危険が生じることがあります。 

適切に着脱してください。プローブをオシロスコープに接続してから、測定する回路に接続してください。プローブチッ

プ（ブラウザを除く）の接続/取り外しを行う前に、テスト回路の電圧を落としてください。オシロスコープからプローブ

を外す前に、プローブを回路から外してください。 

主回路の測定に使用しないでください。 

過大入力を避けてください。全ての端子定格を遵守してください。高周波成分を含む信号を測定する場合は、周波数

ディレーティングを遵守してください。 

ケーブルを過度に曲げないでください。ケーブルにストレスを与えるような、きつい曲げ、潰し、圧迫、捻りなどは避け

てください。 

プローブの保護カバーを取り外さないでください。露出した接続部に触れた場合感電の危険性があります。 

プローブ本体を分解したり、内部の部品を取り外したりしないでください。修理は、必ずテレダイン・レクロイの担当者

に依頼してください。 

室内で使用し規定の動作環境内で御使用ください。高湿もしくは爆発性雰囲気中では決して使用しないでください。  

製品の表面を清潔で乾いた状態に保ってください。 

故障が疑われる場合は操作しないでください。毎回使用する前に、損傷が無いかプローブとアクセサリを点検してく

ださい。もし部品に破損が生じた場合は即座に操作を中止し、決して不用意に使用しないでください。 
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DUT損傷の回避 

警告：低電圧 DC 電源レールは大電流を流せるため、グランドと短絡すると大きな電流が流れ、DUT にダメ

ージを与える可能性があります。これを防ぐために： 

• DUT に通電する前に、はんだや PCB マウントを注意深く点検し、パワーレールとグランドの間に不用意な短

絡がないことを確認してください。 

• 接続箇所の周囲には絶縁テープなどを使用してください（特にケーブルグランドが露出しているソルダイン

使用時）。 

• ソルダイン・リードや同軸ケーブルを DUT にテープで固定し、接続部にストレスがかかったり、不意に外れた

りして、レール電圧の短絡や回路の損傷につながることがないようにしてください。 

• ブラウザチップを使用する際は、細心の注意を払ってください。グランドピンと導電性のブラウザチップ・アセ

ンブリ、またはブラウザのグランドピンと DCレールとの間の不用意な接触を避けてください。 

プローブの取り扱い 

プローブの取り扱いや保管には十分注意してください。リードやケーブルに過度の負担をかけたり、急激な屈曲をさ

せたりしないようにしてください。 

ESD 注意：機器の使用または取り扱いの際には、常に静電気防止手順に従い（リストストラップを着用

など）、損傷を防いでください。 

警告：IEC/EN 61010-031:2015 によるハンドヘルド使用時の最大安全入力電圧は 60 Vdc（グランドを

基準）です。 

寄生インダクタンスの回避 

レールプローブに付属するすべてのグランド接続は、プローブ接続時に回路に加わる寄生インダクタンスを低く抑え

るため、非常に短い（ブラウザ）、または同軸となっています。 

ブラウザのグランドリードを長くしたり、同軸ソルダインに長いグランドリードを取り付けたりすると、プローブの寄生ル

ープインダクタンスが大きくなり、信号忠実度が劣化します。これは、信号上では「リンギング」や高速信号の立ち上が

り時間の劣化として現れます。大きなループ面積は、ループを通過する放射電磁界をピックアップし、プローブ入力に

ノイズを誘発する可能性があります。 

グランドループが存在しないことを確認するため： 

1. グランドとチップを DUTのグランドに接続 

2. 低ノイズの 0Vdc信号が測定されていることを確認 

プロービング位置の選択 

電源プレーンでは、通常 2 次元の定在波が発生します。プローブポイントのランドパターンをできるだけ関心領域の

近くに配置します。 

 


